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＜連絡事項＞
・特記なし

＜入室状況＞
【ユニット移動】
・寺井　恵理子様～Aユニット15号室→Bユニット1号室

【転入】
・東野　愛様～東病棟Bユニット1号室→西病棟B30号室へ

【転出】
・風張　久美子様～西病棟Bユニット26号室→東病棟合併症室へ

＜患者様連絡事項＞
・庭野　良二様～16:30主治医面談。長女と妻同席。Faは施設入所を希望している。
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　SWへ相談希望されている為対応している。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放後他患への迷惑行為著明にあり早めに開放観察終了としている。早期に処遇解除できるように努めていく。
							
・藤井　崇史様～終日隔離中。妄想発言聞かれるが逸脱行為や粗暴性なく経過。症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。本日より左手拘束解除となるが、以降も不穏、興奮なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将司様～20時～6時の時間隔離となる。やや眼光するどく妄想発言聞かれるが粗暴性や不穏さ、他患とのトラブルは無し。症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜小栁Dr診察＞
・処方変更、指示の追加等なし。


＜入院患者様情報＞
　氏　　名：木村　正子（きむら　まさこ）様 12:57
　生年月日：昭和25年8月2日（75）
　病　　名：統合失調症　
　合併症　：糖尿病、高血圧
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　当院には4回の入院歴あり（最終はR3.12.7～R4.2.21）。
　R4.7.25には松平病院に入院となっていた。同院には約1年入院し、　その後自宅退院。長男との2人暮らしをしながら、松平病院への通院を継続していたが、R7年6月頃より副作用が怖いからとの理由で服薬を拒否するようになり、同時期より通院も自己中断している。
　最近になり、グレープフルーツ禁の指示を受けているにもかかわらずグレープフルーツを摂取する、1日で牛乳2Lパック1本を一気に飲む、環境のためにとトイレの水を流さないといった行動のほか、長男に対する被害妄想が見られ、自宅での対応が困難になっている。
　上記状況を松平病院へ伝え入院相談を行ったが、ベッド満床のため受け入れ不可とのお返事だった。長男としては早めの入院対応を希望しており、当院で入院対応は可能かと相談あり。症状改善・環境調整目的で本日12:57東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。


　氏　　名：七戸 康徳（しちのへ　やすのり）様 12:57
　生年月日：昭和58年11月9日（41）
　病　　名：統合失調症　
　合併症　：不眠症、胃潰瘍
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　平成9年から苛々感、不眠があり八戸市立市民病院精神科を受診。
半年ほど通院していたが症状消失し、治療を中断。平成12年7月幻聴が聴こえた為八戸市立市民病院を再び受診。その後湊病院に転院し6ヶ月入院。平成25年10月29日よりささクリニックに通院。令和2年4月頃より、精神状態の不安定さや同院の対応を被害的に捉えることがあり、当院への転医を希望し、4月8日当院再受診。その後も家では、被害妄想が強く母親に対する暴力行為もみられていた。令和7年5月14日東病棟Bユニットへ独歩にて医療保護入院。令和7年7月29日当院退院。最近は最近気分の波が大きく母親を蹴ることがあった。10/30本人宛の郵便物に母親が対応した所、馬鹿にされたと思った本人が母親をガラス瓶で殴打し裂傷を負わせていた。その後母は実家へ避難。警察対応にて本日当院受診。16:09東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。
